
国
民
宿
舎
「
水
郷
」
及
び
霞
ヶ

浦
総
合
公
園
プ
ー
ル
が
、
老
朽
化

及
び
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
営
業
を
休
止
し
、
本
市
の
観
光

振
興
に
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

国
民
宿
舎
「
水
郷
」
の
再
建
及

び
プ
ー
ル
施
設
等
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
は
、
観
光
の
振
興
に

よ
る
ま
ち
の
活
性
化
と
雇
用
の
確

保
に
資
す
る
た
め
、
市
議
会
独
自

に
全
市
的
な
視
野
に
立
ち
、
施
設

の
再
建
に
向
け
た
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
調

査
・
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
委
員
８
名
を
も
っ
て
設
置
さ

れ
、
平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、
中
間
報
告
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
国
民
宿
舎
「
水
郷
」

及
び
霞
ヶ
浦
総
合
公
園
プ
ー
ル
の

再
建
に
つ
い
て
、
９
回
の
委
員
会

を
開
催
し
、
執
行
部
か
ら
事
業
の

進
捗
状
況
と
併
せ
課
題
整
理
、
そ

し
て
課
題
解
決
に
向
け
た
諸
施
策

に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
求
め
、

調
査
・
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。

霞
ヶ
浦
総
合
公
園
プ
ー
ル
の
再

建
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
間
報
告

の
時
点
で
当
委
員
会
の
結
論
を
提

言
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
以
下
、

中
間
報
告
後
の
、
国
民
宿
舎
「
水

郷
」
の
再
建
に
つ
い
て
開
催
さ
れ

た
委
員
会
の
状
況
等
に
つ
い
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
24
年
10
月
29
日
、
第
７
回

委
員
会
を
開
催
。
国
民
宿
舎
「
水

郷
」
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
再
検

討
を
行
い
、
今
後
の
協
議
事
項
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
11
月
26
日
、
第
８
回

委
員
会
を
開
催
。

平
成
25
年
２
月
６
日
、
第
９
回

委
員
会
を
開
催
。
執
行
部
の
出
席

を
求
め
、
国
民
宿
舎
「
水
郷
」
に

関
す
る
経
過
と
現
況
に
つ
い
て
協

議
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
９
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
執
行
部
と
協
議
を

行
い
、
様
々
な
観
点
か
ら
国
民
宿

舎
「
水
郷
」
の
再
建
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
を

踏
ま
え
、
委
員
会
と
し
て
以
下
の

提
言
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

風
光
明
媚
な
霞
ヶ
浦
を
望
み
、

霞
ヶ
浦
総
合
公
園
内
に
位
置
す
る

国
民
宿
舎
「
水
郷
」
は
、
本
市
の

観
光
基
本
計
画
の
中
で
、
滞
在
時

間
の
延
長
と
宿
泊
へ
つ
な
げ
る
誘

客
対
策
が
重
要
だ
と
明
記
さ
れ
て

お
り
、
第
七
次
後
期
総
合
計
画
の

中
で
も
、
本
市
の
観
光
振
興
と
雇

用
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
宿
泊

観
光
誘
客
対
策
の
必
要
性
が
明
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
長
連
合
会
か
ら
市

長
に
出
さ
れ
た
要
望
や
、
市
議
会

へ
出
さ
れ
た
陳
情
か
ら
も
、
市
民

が
国
民
宿
舎
の
再
建
を
望
ん
で
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
我
々

土
浦
市
議
会
議
員
の
有
志
26
人
も
、

市
長
あ
て
に
国
民
宿
舎
「
水
郷
」

の
再
建
の
要
望
書
を
提
出
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
経

過
し
、一
刻
も
早
い
国
民
宿
舎「
水

郷
」
の
再
建
を
望
む
土
浦
市
民
の

期
待
に
対
し
、
執
行
部
は
、
宿
泊

施
設
の
建
設
・
運
営
方
法
に
つ
い

て
、
民
設
・
民
営
を
ベ
ー
ス
に
考

え
、
民
間
業
者
と
の
接
触
を
図
っ

て
い
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
交
渉
の
行
方
が

ま
る
で
見
え
ず
、
財
政
問
題
だ
け

で
再
建
へ
向
け
た
方
針
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
現
状
は
、
つ
く
ば

市
、
石
岡
市
な
ど
と
比
較
し
て
も
、

今
後
の
都
市
間
競
争
、
観
光
誘
客

競
争
に
お
い
て
、
観
光
の
拠
点
整

備
が
必
要
で
あ
る
、
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
特
別
委

員
会
と
し
て
は
、
市
長
が
多
く
の

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
再
建
要
望

の
声
に
耳
を
傾
け
、国
民
宿
舎「
水

郷
」
の
再
建
に
向
け
、
我
々
市
議

会
と
執
行
部
が
協
力
し
、
建
設
方

法
や
運
営
方
法
の
協
議
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
提
言
い
た
し
ま
す
。

国
民
宿
舎
「
水
郷
」
が
、
土
浦

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
復
活
し
、

市
の
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の

方
々
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
、

平
成
31
年
の
茨
城
国
体
で
有
効
利

用
で
き
る
よ
う
な
施
設
再
建
を
要

望
し
、
特
別
委
員
会
の
報
告
と
い

た
し
ま
す
。（
３
月
21
日
報
告
）

◆
国
民
宿
舎
「
水
郷
」
の
再
建
及

　

び
プ
ー
ル
施
設
等
に
関
す
る
調

　

査
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

竹
内　
　

裕

　

副
委
員
長　
　

安
藤
真
理
子

　

委　
　

員　
　

吉
田
千
鶴
子

　
　

 

〃 　
　
　

矢
口　
　

清

　
　

 

〃 　
　
　

寺
内　
　

充

　
　

 

〃 　
　
　

古
沢　

喜
幸

　
　

 

〃 　
　
　

折
本　
　

明

　
　

 

〃 　
　
　

沼
田　

義
雄

◆
第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大 

　

会
及
び
第
16
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
競
技
大
会
の
東
京
招
致
に
関

　

す
る
決
議

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

世
界
の
人
々
が
相
互
理
解
と
友
好

親
善
を
深
め
、
恒
久
的
な
世
界
平

和
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
す
る
世

界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
祭

典
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

心
身
を
向
上
さ
せ
、
文
化
、
国
籍

な
ど
様
々
な
違
い
を
乗
り
越
え
、

友
情
、
連
帯
感
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

の
精
神
を
も
っ
て
、
平
和
で
よ
り

よ
い
世
界
の
実
現
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
る
。

１
９
６
４
年
開
催
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
は
、
多
く
の
国

民
に
感
動
と
自
信
を
与
え
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

我
が
国
の
復
興
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
我
が

国
は
世
界
の
平
和
と
発
展
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
し
、
東
京
都
市

圏
は
更
な
る
発
展
を
遂
げ
、
世
界

有
数
の
大
都
市
圏
と
な
っ
た
。

現
在
、
東
日
本
大
震
災
及
び
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら

の
復
旧
、
復
興
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
我
が
国
、
そ
し
て
被
災

国
民
宿
舎
「
水
郷
」
の
再
建

及
び
プ
ー
ル
施
設
等
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
報
告

決　
　
　

議
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